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当協識会もこの 2月で設立 5周年を迎え、 1995年度は 6年目の活動に入ります。設立当
初と現在を比較しますと、政治、経済環境は大きく変化し、国際情勢も激変しました。当
協議会を取り巻く汝磁も変化し、メセナに関する社会一般の認知度も設立時に絞べれば、
はるかに高くなったと云えます。）（セナ担当部署を設概した企業が増加しつつあり、地方
には咆元企業による文化支援が活閉化するなど、企契．（セナが定対（，り方向にあります，し
かし、全般的にみれば、企業内の一部の人達がその必要性を認識し行勅 iJている理度であ
り、まだ、企叢メセ＋はその第一歩が始まった段階ど．云えますが、メセナに関する社会の
認知度や理解が徐々に高まればそれに比例して当協議会に対する社会の要望や期待も変化
し、当協議会の責務がますます重くなってくることは当然です。このような社会・企業の
動向を見極めながら事業計西を策定し、 t(I：災務を呆たしていくことが肝要と考えます

1985年度の訂業計画は、以下の中刈溝、t月に某づくもり）と致します，｀

I. 中期構想

(1) 国際的にみても、人ごナは国、民間中心主義から地jj(f；役割嵐祝に移行しつつありま
す。従って、企業メセ J-（'）普及拡大を図るため、 「地方のメセナ 日本と世界」をテ
ーマに企業メセナと地方メセナの新しい取り組みを進めることにいたします。

理由
①地域の芸術文化振呉は地元企業メセナを核とする自治体，企業の協力が望ましい

『メ七ナ白番1094』によれば、自治体、企業双方がパ・ートナーシップを重視して
いる。 また、、メセナ大賞でも地方独自の活動が受賞している。

②汀本各地にメセナ組織が広がりつつある
「企業メヤナ群馬J 「佐賀県企業メセナ協攪会」 「山ロメセナ倶楽部」

織され、 「企業メセナ詳馬」は社団法人となっている。
③国際メセナ会議の成果を踏まえて地方メセナの問題を「世界／日本」

視野から収り上げることも重要である
④地方自治体もハコづくり時代を通過して、ソフトウエアー、ヒューマンウエアーの

充実を咽視 1.，するようになリ、企党との『窃働¢］に意欲的である
⑥企業にとっても，自治体とのメセナ・タイアップは巨額の支出を必要とせず、

も一定の効果が期待できる
具体策

①経営者と地方行政のトップとの会合、討論の場をつくる
②地方』；(セナ祖織のネットワーク作りをすすめ、情報交換、セミナーの開催等を行う
R地方メセナ組織の設立計画には積極的に支援する
④地方自治体の文化行政視察の第 3回メセナ海外視察団を欧州に派遣する
⑥当協諮会が仲立ちして世界／日本の自治体の直接的な文化交流（国際会議の開催も

含めて）を促進する

などが組

という国際的

しか

を
こ

(2) 企業，一々におけるメセナヘの理解を一層図るため、 「メセナの輪の拡大」をテーマに、
企業経営者並びに従業員に対する啓発活動を強化してまいります，
理由

①メセナや社会貢献活動は経営者の意識に左右されると考えられるが、これまで経営
者に積極的に PRしていなかった。

②各企業のメセナ担当者の中に若い人が増えてきている。また、ポランティア活動に
参加したり、社会貢献やメセナに関心をもつ人も多く＇、なりつつある。しかし、これ
らの人達に情報交換や研究の場がなく、；（セナを理解する層をさらに広げるまでに
至ってない，

具体策
①経団連の社会貢献部、社会生産性本部、産業能率大学などに慟き掛け、経営者を対

象とするセミナー等に啓発の機会をもつようにする
②メセナに関心のある企業内の個人を対象に「メセナメンバーズクラブ（仮称）」

設置する。年に 2~3回の会合を開き、メセナに関する研究や情報交換を行う。
のメンバーを核として企業内にメセナ理解者の輪を広げ、裾野の拡大を図る。
メンバーに対しては、協議会主催のセミナー等の優待、メセナ誌の割引購入などの
特典を与える。



2.1. 4アート・マネージメント講座

『,:（セナ白将1993』によれば、芸術団体の中に「企業に助成要請をしたいが、要請

方法がわからない Jという意見がありました。特定公益増進法人にな！）、企業側の支

援はしやすくなりますが、芸術団体側も企業に対して効果的なプレゼンティションの

方法を身につける必要があります。企業の人ヤナ担当者を談師にプレゼン干ィシ三ン

方法を研究する講座で、 94年度に引き祝き実施します。

2. 1. 5事業共催

他の団体の活動で企業メセナの啓発・粧及に役立つものがあれば共催で実施してま
いります。

2. 2情報収集・仲介事業

2. 2. 1メセナ誌

現行の32頁から 40頁に増頁し内容充実を医；）ます 3 また、劫成選考委員会で認定し

た芸術文化活動はメセナ誌を通じて公表し、支援を広く募ります。
2. 2. 2ニューズレター

会碩企業に対する磯関誌です， 94年度を踏護してまいります。

2.3調査・研究事業

2. 3.1 メセナ白書

『メセナ臼薔1994』は各企：繋0)．，＜・セ・臼舌勁，c）実施状況 1-：：りりえ、地方自治体を対象に

調査を行い地方自治体と企業メセナの関係を明らかにしましたが、 95年版では「世界

のメセナ」を特集してまいります。なお、発行は 9月上旬の予定です。

2. 4顕彰事業

2. 4.1 メセナ大賞

91年度からスタートしたメセナ大賞は4年目を磯i::審査委員や入賞件数、賞の名称

等の再検討を行い、より多くの企業・団体が応募で菩るよう改善を図りましたが、 95
年度は前年度を堵襲してまいります。

2ぷ国際交流靡業

2. 5.1国際メセナ会議'95

1995年 5月22~24日に当協議会設立 5周年を記念して「国際メセナ会議」を開催い

たします，

2. 6助戎賓業

企陪と協力して、芸術文化活動への助成を行ってまいります。そのための助成選考

委員会は年 6回開催し、芸術団体・個人から申諮された活助を審査し助成諮定活助を

選考します。こり）助成認定活動への支揆が免税の対象となります。

2.7中期構想(/)具体化

前述の中期構想を具体化するため、 1995年度は

①地方メセナ組織の会誂を下期に開催し、ネットワーク作りに着手します。

②地方のメセナ組織結成の動きを支援します。

③経営者セミナーにメセナをテーマとする時間の新設を慟き掛けます。

④メセナメンバーズクラブ（仮称）の具体的検討に入ります



IT. 1995年度事業計画並て：：i、-収支予算案

1995年度の麻業は 5月22~24汀に開催いたし、ます国際メセナ会議を最軍要事業として

以下の計画で収り組んでまいります。

l. 1995年度収入計画

1.1会費収入

1995年 3月 9日現在、正会員は173社464口、準会届42社46口となっておリます。 1995

年度の予算編成上の会員獲得目標を••••応、正会員 24 口合計 487 口、準会員虹1 合計 50 口
とし、会費収入合計額12,765万円を見迅みました。

1.2事業収入

メセナ誌の売上収入 130万円、メセナ誌広告収入 180万円、セミナー等の参加費収入

50万円、メセナ白書売上収入 150万円と見込んで事業費収入計 510万円としました。

1.3雑収入

受取利息などで、 120万円を見込んでおります。

1. 4助成金収入

当協議会を経由して支援する助成金を20,524万円と見込みました。

1. 5記念事業収入

当協議会設立 5周年記念国際）（セナ会議の開催にあたり、参加資、劫成金、協賛金0)

収入を ~.500万円と芦，込注した。

以上1995年度単年度の収入合計は404,190万円となります，

2. 事業計画

2. 1啓発・普及事業

2.1.1会員懇話会

これまでと同様に通常総会のあと、会員の親睦と情報交換の場として年 2回開催し
ます。

2.1. 2定例会

会員企業とアーティストや文化団体との相互理解の場とする定例会は94年度と同様

に年 4回程度企画してまいります。

2. J.. 3企業メセナセミナー

会員企業のメセナ担当者を対象に、企業メセナの実務を修得することを目的に行っ

ている企業メセナセミナーは94年度を基本的に踏襲してまいります。

①企業メセナセミナー入門組

異動等により、初めてメセナ部門の担当になった方々を対象にメセナ活動の基本

的な考え方を多方面から理解していただきます。

②ケーススタディ・シリーズ

会員企業のメセナ活動を相互に紹介するケ•ーススタディ。メ•セナ担当者がかかえ
る諸問閣について情報交換を行います。

③アートを学ぶ

1995年度は芸術の各分野についてより深く理解する場とし、コンテンポラリーア

ート・ネットワークと共催で演劇、音楽の 2分野についての研修時間を増やして

実施します。


